
中島　新一  議員

今後の整備計画は

まずは南条地区から

産
業
道
路

問　
ご
み
の
排
出
量
の
推
移

は
。

住
民
環
境
課
長　

可
燃
ご

み
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
不
燃
ご

み
は
年
々
増
加
、
資
源
物
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。

問　
町
民
一
人
一
日
当
た
り

の
ご
み
排
出
量
は
。

住
民
環
境
課
長　

一
日
４
７

７
ｇ
で
、
長
野
広
域
連
合
市

町
村
の
中
で
は
排
出
量
が
一

番
多
い
。

問　
町
民
一
人
当
た
り
の
ご

み
処
理
経
費
の
金
額
は
。

住
民
環
境
課
長　

年
間
約
１

万
８
千
円
で
あ
る
。

問　
ご
み
減
量
化
・
資
源
化

の
必
要
性
は
。

住
民
環
境
課
長　

こ
れ
ま
で

の
消
費
型
の
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
て
環
境
へ
の
負
荷
を
低

減
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
繰

り
返
し
活
用
す
る
循
環
型
社

会
の
実
現
や
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
の
促
進
に
よ
っ
て
、
ご
み

処
理
経
費
を
抑
制
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

問　
ご
み
減
量
化
の
数
値
目

標
は
。

住
民
環
境
課
長　
５
年
間
で

10
％
の
削
減
で
あ
る
。

問　
ご
み
減
量
化
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

住
民
環
境
課
長　

全
区
を
対

象
と
し
た
ご
み
減
量
化
・
資

源
化
懇
談
会
の
実
施
な
ど
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
促

進
の
た
め
の
情
報
共
有
と
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。ま
た
、町
内
３
小
学
校
の

４
年
生
を
対
象
と
し
た
環
境

学
習
を
行
っ
て
い
る
。

循環型社会

ご
み
減
量
化
の
必
要
性
は

処
理
経
費
の
抑
制
に
も
重
要

長い間ありがとう！葛尾組合ごみ焼却施設

拡幅工事が進む産業道路（南条）

問　
若
草
橋
の
架
け
替
え
工

事
も
完
了
し
た
産
業
道
路
の

今
後
の
整
備
計
画
は
。

建
設
課
長　

平
成
19
年
度
か

ら
金
井
工
区
、
25
年
度
よ
り

酒
玉
工
区
、
こ
の
２
工
区
は

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
と
し
て
統
合
さ
れ
た
国

の
交
付
金
事
業
に
よ
り
道
路

改
良
事
業
と
し
て
進
め
て
い

る
。
現
在
は
詳
細
な
道
路
線

形
を
決
定
す
る
た
め
に
Ａ
01

号
線
に
接
続
す
る
各
町
道
に

つ
い
て
、
長
野
県
公
安
委
員

会
へ
交
差
点
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
。今
後
も
、国
の
交
付

金
を
最
大
限
活
用
す
る
中

で
、
ま
ず
は
南
条
地
区
の
未

整
備
区
間
の
早
期
完
成
を
目

指
す
。
坂
城
地
区
の
道
路
改

良
に
つ
い
て
は
、
改
良
中
の

南
条
地
区
の
幹
線
を
接
続
さ

せ
た
う
え
で
、
一
日
も
早
く

着
工
し
、
安
心
・
安
全
な
幹

線
道
路
整
備
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

事
業
所
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
事

業
等
に
対
す
る
評
価
は
。

商
工
農
林
課
長　

利
用
件
数

の
多
い
少
な
い
は
あ
る
が
、

厳
し
い
経
営
状
況
の
中
で
有

効
な
制
度
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
効
果
的
に
利
用
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

問　

花
火
の
打
上
げ
継
続

を
。

町
長　

近
隣
市
町
村
と
の
連

携
に
よ
る
協
議
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

祢津　明子  議員
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栗田　隆  議員

大森　茂彦  議員

問　
他
市
町
村
に
寄
付
を
行

い
、
自
分
が
受
け
て
い
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
原
資
と
な
る

べ
き
市
町
村
へ
の
住
民
税
が

そ
れ
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
。

さ
ら
に
そ
こ
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
要
素
が
加
え
ら
れ
る
こ

の
制
度
は
、
自
治
を
支
え
る

［
税
制
の
受
益
︱
負
担
の
原

則
］を
崩
す
も
の
で
は
な
い

か
。
寄
付
を
受
け
た
と
し
て

も
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
へ

の
経
費
で
半
分
位
は
持
っ
て

い
か
れ
る
。
税
で
あ
る
べ
き

お
金
が
一
部
の
大
手
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
へ
と
流
れ
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
う
い
っ

た
制
度
は
利
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
し
て
も
抑
制
的
で

あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
現

在
の
と
こ
ろ
の
寄
付
総
額
、

返
礼
品
を
含
め
た
経
費
、
ま

た
、
他
市
町
村
へ
流
出
し
た

住
民
税
の
金
額
は
。
返
礼
品

の
品
質
な
ど
は
町
の
名
誉
に

か
か
わ
る
。
ク
レ
ー
ム
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

町
長　

自
治
体
の
創
意
工
夫

が
生
か
さ
れ
る
大
変
有
意
義

な
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

企
画
政
策
課
長　

２
年
度
の

寄
付
総
額
は
１
億
８
千
９
２

６
万
１
千
円
、
返
礼
品
を
含

め
た
経
費
は
９
千
２
４
４
万

４
千
円
、
他
市
町
村
へ
の
寄

付
に
よ
る
税
収
の
マ
イ
ナ
ス

分
は
８
４
５
万
２
千
円
で
あ

る
。
ク
レ
ー
ム
等
へ
の
対
応

は
基
本
的
に
は
町
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
委
託
業
者
が

行
っ
て
い
る
。

卒業までの保護者負担は

50万円〜 60万円である

教
育
費

問　

日
本
の
子
ど
も
の
貧

困
率
は
13
・
５
％
と
い
わ
れ

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
、非
正

規
で
働
く
多
く
の
人
た
ち
の

所
得
が
減
少
し
て
お
り
、
教

育
に
か
か
る
費
用
が
家
計
を

圧
迫
し
て
い
る
。
教
育
費
の

保
護
者
負
担
は
本
当
に「
義

務
教
育
は
無
償
」と
言
え
る

か
。
小
学
校
６
年
間
及
び
中

学
校
３
年
間
の
負
担
は
い
く

ら
に
な
る
か
。ま
た
、保
護
者

負
担
と
公
費
で
賄
う
教
材
の

区
分
は
あ
る
の
か
。

教
育
文
化
課
長　

保
護
者
が

負
担
す
る
学
校
費
用
は
、
学

級
費
や
給
食
費
、
運
動
着
・

給
食
着
等
の
学
校
指
定
の
物

品
購
入
費
、
実
験
キ
ッ
ト
、

修
学
旅
行
費
等
が
あ
る
。
小

学
校
６
年
間
で
お
よ
そ
50
万

円
～
60
万
円
。
中
学
校
３
年

間
で
お
よ
そ
50
万
円
で
あ

る
。そ
の
中
で
、学
級
費
は
学

校
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
、

平
均
は
小
学
校
で
年
額
１

万
２
千
円
～
１
万
７
千
円
、

中
学
校
で
約
２
万
７
千
円
で

あ
る
。負
担
区
分
は
、学
校
管

理
運
営
等
の
共
通
の
維
持
に

必
要
な
経
費
は
公
費
で
、
授

業
で
購
入
し
、
個
人
に
帰
属

す
る
も
の
は
個
人
負
担
で
あ

る
。
集
金
に
あ
た
っ
て
は
保

護
者
へ
の
十
分
な
説
明
と
必

要
最
小
限
の
額
に
努
め
て
お

り
、
キ
ャ
ン
プ
で
の
飯
ご
う

の
共
用
化
や
町
の
副
読
本
の

無
償
配
布
な
ど
で
保
護
者
負

担
を
軽
減
し
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
経
費
削
減
を

一
層
図
り
た
い
。

ふるさと納税
お
か
し
な
税
制
で
は
な
い
か

有
意
義
な
制
度
と
考
え
る
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西沢　悦子  議員

50年後も安心・安全な水を

問　

令
和
３
年
５
月
に
厚

労
省
よ
り「
水
道
施
設
の
最

適
配
置
計
画
の
検
討
結
果
報

告
」が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、７
月
に
長
野
市
、上
田

市
、千
曲
市
、坂
城
町
の
４
首

長
が
県
知
事
へ
要
望
書
を
提

出
し
た
。
こ
の
公
表
さ
れ
た

検
討
結
果
の
内
容
は
。

　

ま
た
、合
わ
せ
て「
上
田
長

野
地
域
水
道
事
業
広
域
化
研

究
会
」を
設
置
し
、上
田
市
か

ら
長
野
市
ま
で
の
水
道
事
業

の
広
域
化
に
関
す
る
研
究
に

当
町
も
参
加
し
て
い
る
。
こ

の
研
究
会
の
検
討
内
容
は
。

町
長　

上
流
の
上
田
市
か
ら

下
流
の
犀
川
浄
水
場
ま
で
の

送
配
水
ル
ー
ト
を
段
階
的
に

整
備
す
る
こ
と
で
、
事
業
の

効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

建
設
課
長　

研
究
会
で
は
、

上
田
長
野
地
域
の
水
道
事
業

の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
的

事
項
や
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
、
現
段
階
で
は
事
業
統
合

が
最
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
し
て
い
る
。
広
域
化
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、４
年
３

月
に
報
告
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

問　
当
町
は
県
水
か
ら
の
給

水
が
主
で
、
水
道
事
業
を
し

て
い
る
他
の
３
市
と
は
状
況

が
違
う
。
水
道
事
業
の
広
域

化
に
つ
い
て
、
住
民
に
対
し

て
い
ね
い
な
説
明
が
必
要
だ

が
。

建
設
課
長　

水
道
事
業
を
進

め
る
た
め
の
課
題
や
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
、
県
企
業
局

と
３
市
で
住
民
説
明
の
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

広域化の方向性は

４年３月には示したい

水
道
事
業

中嶋　登  議員

問　

私
も
８
年
間
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
訴
え

続
け
て
き
た
。
思
い
が
届
い

た
の
か
厚
労
省
も
10
月
１

日
、
2
0
1
3
年（
平
成
25

年
）以
降
中
止
し
て
い
た
積

極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
す

る
と
し
た
が
、町
の
対
応
は
。

町
長　

議
員
か
ら
の
長
年
継

続
の
質
問
で
あ
る
が
、
副
反

応
の
発
生
も
あ
り
、
積
極
的

な
勧
奨
を
控
え
て
い
た
。
し

か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
推
奨
し
て

お
り
、
国
も
４
年
４
月
か
ら

積
極
的
な
勧
奨
を
再
開
す
る

こ
と
を
受
け
、
町
も
準
備
を

進
め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

あ
る
、ふ
る
さ
と
納
税
が
、１

億
９
千
万
円
を
超
え
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
る
が
今
ま
で

の
寄
附
額
の
推
移
と
、
増
加

し
た
要
因
は
何
か
。
ま
た
、

来
期
は
目
標
を
２
億
５
千
万

円
に
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

が
、今
後
の
施
策
は
。

企
画
政
策
課
長　

寄
附
額
は

平
成
28
年
度
が
2
8
4
6

万
円
、
29
年
度
は
4
5
5
8

万
円
、
30
年
度
は
7
9
7
9

万
円
、
令
和
元
年
度
は
１
億

4
8
5
7
万
円
、２
年
度
は

１
億
8
9
2
6
万
円
で
３

年
度
は
11
月
末
現
在
で
２
億

1
1
9
0
万
円
で
あ
る
。

　

増
加
し
た
要
因
は
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
た

り
、
電
子
決
済
に
対
応
し

た
。今
後
は
、人
気
返
礼
品
の

充
実
を
図
り
事
業
者
登
録
を

増
や
し
て
い
く
。

長野県細胞検査士会発行

子宮頸がん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
動
向
は

積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
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